
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
、
各
奉
納
団
体

が
陣
を
張
り
、
笠
鉾
や
獅
子
、
亀
蛇
な
ど

の
出
し
物
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

11
月
22
日
�
午
後
６
時
〜
９
時

出
し
物
な
ど
の
ス
タ
ン
プ
16
個
（
本
町

ア
ー
ケ
ー
ド
〜
塩
屋
八
幡
宮
）を
集
め
る

と
、
妙
見
祭
限
定
グ
ッ
ズ
を
進
呈
！
（
先

着
350
人
）

開
催
時
間

午
後
５
時
〜
８
時

（
午
後
５
時
か
ら
用
紙
配
布
）

賞
品
引
替

本
町
二
丁
目
ア
ー
ケ
ー
ド
本
陣

題
　
材

今
年
の
妙
見
祭
期
間
中
の
行
事

や
風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
な
ど

募
集
作
品

カ
ラ
ー
お
よ
び
白
黒
写
真
六

つ
切
り
以
上
の
単
写
真
の
み
（
写
真
返

却
不
可
）
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お下り 11/22（火）

▲笠鉾の飾りで本
番では使われない
「唐子（からこ）と
象」は、御夜だけ
お目見えします

獅　子

妙見祭ホームページ　http://www.myouken.com/index.htm

約
三
百
七
十
年
の
歴
史
あ
る「
妙
見
祭
」
は
、

豪
華
絢
爛
な
神
幸
行
列
の
賑
わ
い
か
ら
、
九

州
三
大
祭
り
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

神
幸
行
列
は
、
平
成
二
年
に
「
ふ
る
さ
と
創

生
資
金
」
に
よ
り
、
鉄
砲
隊
な
ど
６
つ
の
行
列

が
復
活
し
ま
し
た
。
今
で
は
38
の
出
し
物
に

約
千
六
百
人
、
約
１
km
に
も
な
る
大
行
列
で
、

塩
屋
八
幡
宮
か
ら
妙
見
宮
ま
で
の
約
６
km
の

道
の
り
を
歩
き
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
は
、
行
列
自
体
が
、
昭
和
三

十
五
年
に
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
、

平
成
十
五
年
に
は
、
神
輿
と
九
基
の
笠
鉾
が

県
指
定
重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

文
献
な
ど
に
よ
る
と
、
天
武
帝
白
凰
九
年

（
六
八
〇
）
秋
、
中
国
か
ら
亀
蛇
の
背
に
乗
っ

て
海
を
渡
っ
て
き
た
妙
見
神
は
、
八
代
郡
土

北
郷
八
千
把
村
竹
原
津（
今
の
竹
原
神
社
付
近
）

に
上
陸
し
、
約
３
年
間
仮
座
し
た
こ
と
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

妙
見
宮
に
は
、
上
宮
、
中
宮
、
下
宮
が
あ

り
ま
す
。
上
宮
は
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）
桓

武
天
皇
、
中
宮
は
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
二

条
天
皇
、
下
宮
（
現
在
の
八
代
神
社
）
は
文
治

二
年
（
一
一
八
六
）、
後
鳥
羽
天
皇
の
勅
願

ち
ょ
く
が
ん
に

よ
り
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
北
斗
七
星
と
北
極

星
を
神
格
化
し
た
天
御
中
主
神
と
国
常
健
命

を
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

細
川
忠
興
は
、
八
代
城
に
入
城
以
来
、
在
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城
十
四
年
間
に
妙
見
宮（
現
在
の
八
代
神
社
）

の
復
興
に
心
魂
を
傾
け
ま
し
た
。
寛
永
十
二

年
（
一
六
三
五
）
に
は
、
神
輿
を
造
ら
せ
、
天

井
に
は
自
ら
龍
の
絵
を
描
い
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
輿
の
ほ
か
に
も
、
祭
礼
の
諸
道

具
や
寺
社
家
の
装
束
に
至
る
ま
で
寄
付
し
、

細
川
家
の
直
祭
り
と
し
て
祭
礼
神
幸
行
列
を

復
興
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
復
興
期
の
祭
礼
は
、

神
輿
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
後
に
神
器
や

祭
具
を
奉
持
す
る
大
勢
の
町
人
の
列
に
、
神

主
・
社
僧
・
武
士
が
乗
馬
や
徒
歩
で
お
供
し
、

神
馬
は
細
川
家
の
馬
を
、
飾
馬
は
忠
興
家
臣

団
の
上
級
侍
か
ら
出
す
と
い
う
豪
壮
な
行
列

で
し
た
。

忠
興
の
没
後
は
、
八
代
城
に
入
城
し
た
松

井
興
長
が
藩
に
伺
い
を
出
し
、
松
井
家
の
請

祭
り
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

松
井
直
之
晩
年
の
元
禄
期
に
な
る
と
、
行

列
に
百
姓
衆
の
奴
、
町
衆
の
獅
子
・
笠
鉾
・

亀
蛇
な
ど
が
お
供
し
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
武
家
中
心
の
祭
礼
か
ら
、
町
衆
や
百
姓

衆
も
参
加
し
て
天
下
太
平
を
楽
し
む
祭
礼
へ

と
転
換
し
、
今
の
神
幸
行
列
の
原
型
と
な
り

ま
し
た
。

応
募
締
切

12
月
５
日
�

賞

グ
ラ
ン
プ
リ
一
人
、
部
門
賞
各
一
人

（
獅
子
舞
、
馬
追
い
、
神
幸
行
列
、
笠

鉾
、
亀
蛇
）、
入
選
五
人
程
度

応
募
先

八
代
市
松
江
城
町
四
―
二
九

八
代
妙
見
祭
実
行
委
員
会
「
八
代
妙
見

祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

※
詳
し
く
は
、
文
化
課
や
商
政
観
光
課
、
市
内
各
写

真
店
に
あ
る
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

文
化
課
�
35
２
０
２
１

神
輿
や
笠

鉾
、
亀
蛇
、

獅
子
を
イ
ラ

ス
ト
に
し
た

12
枚
セ
ッ
ト

の
絵
は
が
き

（
五
百
円
）
が

で
き
ま
し
た
。

※
博
物
館
や
商
工

会
議
所
な
ど
で
販

売
予
定
で
す
。

※
こ
れ
ら
は
、
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
、
市
内
学
校
、

福
祉
施
設
、
官
公
庁
な
ど
へ
寄
付
も
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
笹
の
会（
八
代
文
化
研
究
会
）

�
35
２
０
２
１

笠鉾　菊慈童

奴神　馬

妙見祭についてのお問い合わせ　文化課�35-2021



※これらの交通規制は、関係機関との協議により変
更になる場合もあります。みなさんのご理解とご協
力をお願いします。

◇県八代地域振興局（西片町）
◇球磨川河川緑地

国道３号線

●八中

砥
崎
橋

八代神社
●（妙見宮）

●市立
　病院

宮地小グラウンド
　（警備本部）●

●ダイハツ

水 無 川

車両進入禁止

指定方向外
進行禁止
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